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会議等名 令和６年第１回海老名市外部評価委員会 

日    時 令和６年２月８日（木） 10：30～11：30 

場    所 海老名市役所 ３階 政策審議室 

出 席 者 外部評価委員：谷村委員長、阿部副委員長、市野澤副委員長、田中委員、 

石井委員、金岡委員、永野委員、酒井委員、日吉委員、 

青木委員、塩脇委員、瀬戸委員 

（以上12名出席） 

事 務 局：藤川財務部長、佐藤財務部次長、久保寺政策経営係長、 

田村主査 

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状の交付 

 

３ 市長あいさつ 

※あいさつ終了後、市長は退席 

 

４ 自己紹介 

  委員及び事務局職員が自己紹介 

 

５ 委員長の選任及び副委員長の任命 

○ 海老名市外部評価委員会条例第５条第２項に基づき、委員の互選により、谷村

委員を委員長に選任 

○ 海老名市外部評価委員会条例第５条第３項に基づき、谷村委員長から阿部委員

及び市野澤委員を副委員長に任命 

 

※選任及び任命後、藤川財務部長及び佐藤財務部次長は退席 

 

６ 議題 

（１）行政評価について 

【事務局より資料に基づき説明】 

【委員より意見・質問】 

○ 各委員が評価シートを作成するときは、パソコンで入力するのか。 

（事務局回答）評価シートのデータを各委員に送付するので、パソコンで入力

いただきたい。手書きの場合は事務局職員が入力し、データに反映する。 

 

○ 評価方法や調書の様式について、昨年からの変更はあるか。 

（事務局回答）昨年からの変更はない。 
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○ 令和 7 年度の中間総括にあたり、その方法を本委員会内で検討するのか。 

（事務局回答）令和６年度に評価サイクルの１周目が終了する。令和７年度に

中間総括を行い、令和８年度から２周目に入るにあたり、その方法等を令和６

年度中に本委員会内で協議したいと考えている。 

 

○ 次年度の評価分野である「経済・環境、まちづくり」の対象事業はどれく

らいあるか。 

（事務局回答）まだ、事業の抽出ができていないので申し上げられない。令和

５年度に評価した「保健・福祉」は、90事業程度から消耗品の購入など政策的

な判断が介在しない管理経費に関するもの、市の政策的判断余地のない法定事

業及び新型コロナウイルス感染症対策のように緊急的に実施した事業を除外

した 42 事業を選出した。なお、令和３年度は 13 事業、令和４年度は 36 事業

を評価した。 

 

○ 以前の委員会でも申し上げたが、政策評価にあたっては補助事業も評価す

る必要があるので、補助金の見直しは数年に一度ではなく、行政評価ととも

に実施するのはどうか。 

（事務局回答）補助金の見直しと政策・事務事業評価を同時に行うと、短期間

に多くの事業を評価しなければならない。また、評価結果を受けて補助事業を

見直した場合、その効果を検証するための実績をつくる時間が必要と考える。

これらのことから次年度に補助金の見直しを行う予定はないが、引き続き、委

員の皆様からご意見をいただきながら、令和６年度中に評価方法を検討してい

きたい。 

 

○ 令和５年度の評価時に補助金の交付要綱をいただいたが、どのような申請

があるのかを知りたいので、申請書類を見たかった。 

○ 補助金の見直しにあたっては、交付団体を実査したい。実査をしないと、

補助金が適切に使われているかわからない。それは監査委員がやることかも

しれないが、市民目線で外部評価委員が評価するにあたっては、実査が必要

と考える。 

（事務局回答）令和５年度は、10月からの予算編成に評価結果を反映させるた

め、上半期に118の補助事業と政策・事務事業の評価を同時に行った。スケジ

ュールが大変厳しかったことから、補助事業も分野を絞ることも方法のひとつ

と考える。一方、経済環境分野は市の裁量で決める補助金が多いが、保健福祉

分野は法定事業が多いというように、分野により評価事業数が大きく変わると

いったこともある。評価サイクルの２周目に向けて、委員の皆様とともに評価

方法を検討していきたい。 
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○ 会議資料の電子化を進めると言うが、今日、資料を閲覧しているタブレッ

ト端末は持ち帰り可能か。自宅で資料を閲覧したい場合はどうするのか。 

（事務局回答）資料はメールで送信する。委員からの「紙資料が膨大で持ち帰

ることも保管も大変なので資料の電子化を希望する」というご意見を受けて、

本日は紙資料の配布ではなく、タブレット端末で閲覧するという方法を導入し

た。タブレット端末は委員会開催時の閲覧用と考えていただきたい。しかしな

がら、この方法だと資料にメモをして持ち帰るということができない。令和６

年度はこの方法を試行し、委員の皆様からのご意見をいただきながら、開催方

法を検証させていただきたい。 

 

（２）その他 

   次回の委員会の開催日を調整。 

   次回は、令和６年４月11日（木）10時～、政策審議室にて開催予定。 

 

７ 閉会 

 


